
永
年
勤
続
委
員
を
表
彰

100
周
年
記
念
大
会
で

■
住
民
と
の〝
パ
イ
プ
役
〞と
し
て

　

86
人
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住

民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
、
支
援

を
必
要
と
す
る
住
民
と
行
政
や
専
門
機

関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
務
め
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
74
人
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
、12
人
の
主
任
児
童
委
員（
子

ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門

に
担
当
す
る
民
生
委
員
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
区
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す

　

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
」

「
か
ま
っ
て
欲
し
く
な
い
」
と
訪
問
を

断
る
人
も
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
は
、
法
律
に

よ
る〝
守
秘
義
務
〞が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
者
の
内
容
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
近
所
の
気
に
な
る
こ
と
も

　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
自
身
の
こ
と
で
な
く
て
も
、

近
所
で
「
毎
晩
、
怒
鳴
り
声
と
子
ど
も

の
泣
き
声
が
す
る
け
ど
虐
待
か
も
し
れ

な
い
」「
〇
〇
さ
ん
の
姿
を
見
な
い
け
れ

ど
心
配
だ
な
」
と
感
じ
た
ら
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
連
絡
に
よ
っ
て
、
早
期
の

対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊

　

お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
、

市
役
所
１
階
福
祉
課
（
☎
73
・
０
０
９

６
）
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
制
度
の
創
設
１
０
０
周

年
を
記
念
し
た
大
会
が
７
月
９
日
、

東
京
都
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
長
き
に
わ
た
り
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動
を
さ

れ
た
人
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、

本
市
か
ら
は
５
人
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
被
表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す

（
敬
称
略
）。

　

鶯
塚　

敏
雄（
八
日
市
場
イ
）

　

須
合　

浩
美（
大
浦
）

　

佐
藤
眞
由
美（
東
小
笹
）

　

鈴
木　
　

勇（
高
）

　

鈴
木　

正
夫（
椿
）

　民生委員法に基づいて厚生労働大
臣から委嘱された非常勤の地方公務
員です。誰もが安心して暮らせる地
域づくりのため、無報酬のボラン
ティアとして住民の立場から生活や
福祉全般に関する相談・援助活動を
行っています。今年で制度創設100
周年を迎えました。

「民生委員」とは？

―
ご
存
知
で
す
か
？

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

〝
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〞

　

少
子
化
や
核
家
族
化
に
よ
っ
て
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
る
中
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
、
子
育
て
や
介
護
を
し
て
い
る
人
な
ど
が
、

周
囲
に
相
談
で
き
ず
に
孤
立
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
必
要
な
支
援
を
行
う
の
が

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」の
存
在
で
す
。

民生委員・児童委員は担当地区内の家庭を定
期的に訪問するなど、住民とのパイプ役とし
ての活動を行っています（写真右は匝瑳市民
生委員・児童委員協議会長の向後英夫さん）。
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手作り園芸品を販売
八日市場特支が匝りの里で校外学習

“おもてなし”の気持ちを盛り上げ
東京五輪に向け海岸清掃キャンペーン

中央４部、ポンプ車３連覇
海匝地区消防操法大会

　そうさ観光物産センター匝りの里で６月20日、県立八日市場
特別支援学校による園芸品などの販売会が開かれました。
　これは、同校の園芸班が手掛けた花や木の苗、培養土を校外
学習の一環として一般販売するもので、生徒たちは「いらっしゃ
いませ」と元気に声を出して、懸命に接客を行なっていました。
　当日は天候に恵まれたこともあり、会場周辺は多くの来場者
でにぎわっていました。

　オリンピック・サーフィン競技に向けたおもてなしの機
運を盛り上げようと、「海の日」に当たる７月17日、のさか
望洋荘跡地南側の海岸で清掃活動が行われました。
　この活動は７月から９月にかけて九十九里・外房地域の
16市町村で行われるビーチクリーン・キャンペーンの一環
で、この日は地元のサーフィン愛好家を中心におよそ110
人が参加。照りつける太陽の下、参加者たちは額に汗を浮
かべながらごみ袋を片手に海岸一帯を歩き、空き缶や瓶な
どを拾い集めました。

　第57回海匝支部消防操法大会が、千葉科学大学（銚子市）
で６月25日に開かれ、匝瑳、銚子、旭の３市の消防団員が日
ごろの訓練の成果を披露しました。
　大会には、本市からポンプ車操法の部に中央分団第４部と
同第１部が、小型ポンプ操法の部に同第５部と共興分団第１
部が出場。中央４部が３年連続の最優秀賞に輝きました。上
位の結果は次の通りです（敬称略。個人表彰は本市選手のみ）。
■ポンプ車操法の部（出場５か部）
最優秀賞…中央４部　優秀賞…中央１部　優良賞…旭市第
１中隊第２分団第１部　【個人】指揮者…塩野谷憲吾（中央４
部）　１番員…武内悠紘（中央１部）
■小型ポンプ操法の部（出場５か部）
最優秀賞…旭市第２中隊第６分団第３部　優秀賞…旭市第１

中隊第３分団第３部　優良賞…中央５部　【個人】指揮者…
亀岡健人（中央５部）
※中央４部は７月22日に県消防学校で開かれた県大会に出場
し、全12か部中、第４位に入賞しました。

丹
精
込
め
て
育
て
た
花
苗
を

運
び
込
む
生
徒

中
央
４
部
の
演
技
の
様
子

活
動
の
様
子（
同
学
園
提
供
）

　匝瑳警察署は６月27日、電話
de詐欺を防いだとして、セブ
ン-イレブン八日市場飯倉店の
店員・大木美鈴さん（横芝光町）
に署長感謝状を贈りました。
　同署によると、大木さんは同
月14日、60歳代女性から電子マ
ネーの購入方法をたずねられて
電話de詐欺を疑い、声掛けを実施。女性が自ら警察に通報し
たことで、被害の未然防止に貢献したということです。

詐欺被害防止に警察感謝状

八日市場学園が海岸美化活動

集めたごみを前に全員で集合

　野手浜の海岸でこのほど、八日
市場学園による海岸清掃活動が行
われ、利用者ら約30人が１時間ほ
どかけて、ごみ袋約50袋分を回収
しました。
　同学園は、昨年度から市の“環
境美化ボランティア制度”に参加
し、公園などでの定期的なごみ拾

いを実施しており、担当者は「これからも市内公共施設を中心
に活動を続けていきたい」と話していました。

萩
原
喜
也
署
長（
右
）か
ら

感
謝
状
を
受
け
取
る
大
木
さ
ん
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